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 木村 裕明 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 SIP 自動運転リーダー 
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４．議題 

【公開部】 

１．社会実装 取組み状況報告  

 DIVP🄬🄬シミュレーションの事業化  

２．国際連携活動報告  

（１）一般社団法人モビリティ・イノベーション・アライアンスの立上げ  

（２）SIP-adus WS 2022実施報告  

（３）国際標準化活動の進捗（成果）報告                                     

３．社会的受容性の醸成活動報告      

（１）第 3回 SIP-adus試乗会実施報告  

（２）最終成果報告書の発行について  

４．SIP第 2 期終了にむけた取組みについて                

（１）東京臨海部実証実験結果に基づく V2N交通環境情報利活用のしくみ 

全体像の整理と提案 V2N交通環境情報提供について 

【非公開部】 

４．SIP第 2 期終了にむけた取組みについて                

（２）最終成果発表会について            

５．その他     



 

５．配布資料 

推委 20-１  DIVPシミュレーションの事業化 【公開資料】 

推委 20-２-１ モビリティ・イノベーション・アライアンスの立上げ 【公開資料】 

推委 20-２-２ SIP-adusWorkshop2022 開催報告 【公開資料】 

推委 20-２-３ 国際標準化活動の進捗（成果）報告 【公開資料】 

推委 20-３-１ SIP自動運転 第 3回合同試乗会の実施報告 【公開資料】 

推委 20-３-２ 最終成果報告書の発行について 【公開資料】 

推委 20-４-１ 東京臨海部実証実験結果に基づく V2N 交通環境情報利活用

のしくみ全体像の整理と提案 

【公開資料】 

推委 20-４-２ 最終成果発表会について 【非公開資料】 

   

参考資料１  SIP自動運転 2022年度施策 施策一覧 【公開資料】 

参考資料２   推進委員会等名簿 【公開資料】 

参考資料３   開催スケジュール         【非公開資料】 

 

６.議事概要 

【公開部】 

１．社会実装 取組み状況報告 

 推委 20-1に基づき、ＤＩＶＰⓇのシミュレーションの成果を事業化するために、Ｖ－Ｄｒｉｖｅ 

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ株式会社を設立し、ビジネスを自立させることが説明された。 

 

２．国際連携活動報告  

（１）一般社団法人モビリティ・イノベーション・アライアンスの立上げ  

 推委 20-2-1 に基づき、23大学の学術関係者と公的研究機関等の連携体「モビリティ・イノベーシ

ョン連絡会議」の活動を承継するために、令和 4 年 7 月 1 日に一般社団法人を立ち上げたことが

示された。 

（２）SIP-adus WS 2022実施報告  

 推委 20-2-2 に基づき、SIP-adus Workshop2022の開催報告がなされた。 

（３）国際標準化活動の進捗（成果）報告  

 推委 20-2-3 に基づき、自動運転の国際標準化戦略が示され、標準化・基準化会合の議長や国際会

議の開催・参加等により議論を主導したことが説明された。 

 

３．社会的受容性の醸成活動報告      

（１）第 3回 SIP-adus試乗会実施報告 

 推委 20-3-1 に基づき、SIP自動運転第 3回合同試乗会の実施報告がなされた。 

（２）最終成果報告書の発行について 



 推委 20-3-2 に基づき、内閣府から、最終成果報告書の発行に向けたスケジュールとデザインの説

明が行われた。 

 

４．SIP第 2 期終了にむけた取組みについて                

（１）東京臨海部実証実験結果に基づく V2N交通環境情報利活用のしくみ 

 推委 20-4-1 に基づき、東京臨海部実証実験の成果概要と社会実装に向けた検討状況が示され、事

業化に向けた情報配信のしくみの提案についてステークホルダーとの間で議論し、社会実装に向

けて議論の継続していくことで合意した旨、説明された。 

【非公開部】 

４．SIP第 2 期終了にむけた取組みについて                

（２）最終成果発表会について   

 推委 20-4-2 に基づき、SIP第 2期終了に向けて SIP自動運転の最終成果発表会を開催し、展示に

基づく成果発表と基調講演・トークセッションを含むシンポジウムを行う予定であることが示さ

れた。 

 

５．その他 

（議論は特になし） 


